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 共に生きていくこと 
 
人は一人ではなく、人と関係をもつことによって「活かされている自分」を感じその中で生きて

いくのです。まさしくスポーツの世界もそうであります。団体スポーツ、個人スポーツと競技によ

りその編成人数に違いはありますが指導者、サポーター（応援者）、家族、その他様々な競技者を支

える人達によって成立しているのではないでしょうか。 
昨今、経済的格差が広がる社会状況の中、こどもから高齢者まで孤立する人々が増加し、様々な

事件が起きています。人の命を軽んじ「自分だけ」という観点から人の命を奪ってしまう事件が数

多く報道されています。また、自分だけ苦しい思いをしないのであれば自分の利益を追求すること

に走ってしまう風潮もあると思います。 
今日も授業で学生は「人間関係」を学んでいます。「自分の知っている自分」「自分は知っている

が他人の知らない自分」「自分は知らないが他人は知っている自分」「自分も他人も知らない自

分」・・・・ 
様々な自分に「気付かされること」により人間は自分を確立していきます。それには共に寄り添い、

支えてくれる他人を含めた取り巻く環境が重要なのではないでしょうか。 
知らない方が幸せなこともあるかもしれませんが、人として成長するためにも「共に生きていく

こと」を大切にしてほしと願います。 
お互いがお互いを認め、お互いを活かしていく社会を共に築いていきましょう。 

 
『体は、一つの部分ではなく、多くの部分から成っています。足が、「わたしは手ではない

から、体の一部ではない」と言ったところで体の一部でなくなるでしょうか。・・・（中略） 
それで、体に分裂が起こらず、各部分が互いに配慮しあっています。一つの部分が苦しめ

ば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶので

す。』 
（コリントの信徒への手紙 一 12章 14節～26節） 

 
 

ＹＭＣＡスポーツ専門学校    
校 長  熊谷 孝一  

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

テニス部は東京都専門学校テニス大会にて、見事優勝を果たし、 

来シーズンより２部へ昇格することになりました！ 

スポーツインストラクターコース１年  

神谷 駿太さん（県立大和東高等学校卒業） 

 

私たちは前回２部リーグに上がれずに悔しい思いをしました

ので、今回にかける想いはとても強く、団結力をもって試合に臨

みました。 

その結果、優勝して２部に昇格することが出来ました。強い気

持ちをもって２部でも頑張り、１部に上がりたいと思います。 

スポーツインストラクター科２年        堀嶋 悠平さん（私立藤沢翔陵高等学校卒業） 

 

今年の春のリーグ戦では、初出場で３部準優勝したものの２部への入替戦に届きませんでした。そのリベ

ンジの意味も込めて今回の秋のリーグ戦に出場しました。 

チームのためにも自分のシングルスの試合は落としてはいけないというプレッシャーが重かったです。優勝

決定戦では自分のシングルスの試合にチームの優勝がかかっていました。周りの応援もあり気持ちも高まっ

て勝つことしか頭にはありませんでした。マッチポイントでサービスエースを決めた時には、チームの期待

に応えることができた喜びで思わずガッツポーズが出ていました！ 

優勝という素晴らしい結果が残せて良かったです。 

Vs 東京工学院  

２－１で勝利！ 

Vs ホンダテクニカルカレッジ  

２－１で勝利！ 

Vs 横浜ジャーナリスト  

２－１で勝利！ 

ｽﾎﾟｰﾂｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ科 ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰｺｰｽ２年  

堀嶋 悠平さん（私立藤沢翔陵高等学校卒業） 

ｽﾎﾟｰﾂｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ科 ﾃﾆｽｺｰｽ１年 

 高木 健太さん（県立商工高等学校卒業） 

〃  ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰｺｰｽ１年  

神谷 駿太さん（県立大和東高等学校卒業） 

〃  ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰｺｰｽ１年  

植村 恭介さん（私立光明学園相模原高等学校卒業） 

〃  ﾁｬｲﾙﾄﾞｽﾎﾟｰﾂｺｰｽ １年 

 井上 典泰さん（クラーク記念国際高等学校卒業） 

ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ科 こどもｽﾎﾟｰﾂ･保育ｺｰｽ１年  

西川 恵真さん（川崎市立商業高等学校卒業） 



 
 
 

 
                                                 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

11月 20日に相模原総合高校２年生が上級学校訪問として本校に訪れました。 

職業理解の講座を聞いたあとは、実技体験として「テーピング体験」を行いました。 

また、午後はスポーツトレーナー科のエアロビクスの授業に参加して、在校生と一緒に汗を流しました。 

～参加者の声～ 

テーピングの体験では、部活で少しテープを巻

いたことはあったけれども、テープの切り方や

巻き方の工夫など、初めて知ることがたくさん

ありました。 

午後の体験授業では、エアロビクスを体験しま

した。先輩の方々と一緒に授業を受けて最初は

緊張しましたが、先生や先輩の方々が親切にし

てくれて、楽しくやることができました。とて

も嬉しかったです。エアロビクスはまったく初

めてでしたが、汗もたくさんかいて、とてもお

もしろかったです。 

スポーツトレーナー科  2005年卒業生  

 小林 智栄子さん（県立岡津高等学校卒業） 

現在は、横浜市スポーツ医科学センターのトレーニングルーム内で指導員

として働いています。指導内容としては、トレーニングルーム内のマシン説

明や教室でのストレッチ、運動療法を実施されている方に対しての指導を行

っています。 

 今年で3年目ということもあり、自分自身の飛躍のため健康運動指導士を

取得しようと思いました。今年度の前期に講習を受け、９月の認定試験に挑

み無事に合格することが出来ました。 

 取得するにあたって、大変だったのは仕事で休みをもらうことや、試験範

囲があまりにも広く、どうやって勉強を進めていけば良いのか分からなかっ

たことです。 

勉強は、過去問題をテキストと照らし合わせまとめ、覚えていきました。

仕事は講習会の時やテスト前などには休みをいただいていたので、不合格に

なることが不安でとてもプレッシャーを感じていました。 仕事をしながら

のテスト勉強は色々と大変でしたが、また新たな知識を得ることが出来たと

思っています。 

資格を取得したとはいえ、これからもまだまだ学ばなくてはいけないこと

が沢山あります。この健康運動指導士という資格を無駄にしないように、今

後とも頑張っていきたいと思います。 

本校の卒業生である小林智栄子さんが卒業後に実務経験を経て健康運動指導士の 

試験に挑戦し、見事合格しました。 

在校生は、現在資格取得に向けて日々頑張っています！ 



時間

●個別相談 ●体験授業　　（様々なトレーニング体験）

12/3 （水） 10:00 ●在校生との懇親会

1/10 （土） ～

1/25 （日） 15:00

2/8 （日）

2/28 （土）

3/7 （土）

3/15 （日）

☆カレッジインに参加して「カレッジイン推薦証」をGETしよう！
　　　　　GETすると、入試科目が「面接」のみになります。

　☆参加ご希望の方は、事前に下記連絡先まで、お電話・ＦＡＸ・メールにてご連絡ください！

内　　　　　容開催日

・・・・平日カレッジインは、１７：３０～１９：００です。
　　　体験授業はありません。

●学校説明　　　●施設見学
（ＹＭＣＡ紹介、学科説明、カリキュラム、就職、学校行事）

カレッジ・イン（体験入学）日程!!

E-mail：ymsupoko@yokohama-ymca.or.jp
Web:http://www.yokohamaymca.ac.jp

YMCAスポーツ専門学校
〒２４４－０８１６

 神奈川県横浜市戸塚区上倉田町７６９－２４
ＴＥＬ：０４５－８６４－４９９０
ＦＡＸ：０４５－８６４－４８０８
入学相談室までお問い合わせください。

Core Values：ＹＭＣＡの大切な価値
CARING（思いやり）HONESTY（誠実さ）
RESPONSIBILITY（責任感）RESPECT（尊敬心）
人間形成に必要とされる価値（VALUE）は様々ですが、
その中でもYMCAはコアになる大切な価値を意識し、専門学校教育の
中に取り入れ、学生に伝えています。

☆☆入学試験 日程☆☆
　12/ 6(土)または12/ 7(日)
  12/13(土)または12/14(日)
　12/20(土)または12/21(日)
  　　１月～入試日程続きます！
　　　　　　＊出願は前日まで受付ます。

本校では、卒業該当学年の学生には「卒業レポート」が必修となっています。

「専門学校なのに何で？」と思うかもしれませんが、本校では卒業前に

学生たちは、ゼミや授業の合間の時間を利用して作成に追われています。

さぁ、残りわずかだ。頑張ろう！


